
議
員
提
出
第
四
十
五
号
議
案

夜
間
中
学
の
整
備
と
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

現
在
、
夜
間
中
学
は
全
国
八
都
府
県
に
三
十
一
校
し
か
な
く
、
北
海
道
、
東
北
、
北
関
東
、
中
部
に
加
え

四
国
や
九
州
に
は
、
自
主
夜
間
中
学
は
あ
っ
て
も
、
夜
間
中
学
校
は
一
校
も
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
全

国
夜
間
中
学
校
研
究
会
の
推
計
に
よ
る
と
、
十
五
歳
を
過
ぎ
て
義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
な
い
者
は
、
百
数

十
万
人
に
も
上
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
現
在
、
夜
間
中
学
在
籍
者
の
う
ち
外
国
人
が
占
め
る
割
合
は
八
割
を
超
え
、
そ
の
約
六
割
は
日
本
語

の
習
得
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
夜
間
中
学
で
学
ぶ
外
国
人
の
中
に
は
、
日
本
の
義
務
教
育
を
終
え
て

い
な
い
た
め
に
、
就
職
や
進
学
が
で
き
ず
困
っ
て
い
る
方
も
多
く
い
る
。
言
葉
に
加
え
て
日
本
の
文
化
や
社

会
の
仕
組
み
に
つ
い
て
知
ら
な
い
た
め
に
、
長
く
住
む
上
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
夜
間
中
学

の
現
状
か
ら
考
え
る
と
、
日
本
に
住
み
、
日
本
語
を
学
び
た
い
外
国
人
に
対
応
し
た
整
備
と
拡
充
が
求
め
ら

れ
る
。

一
方
、
夜
間
中
学
が
あ
る
地
域
に
お
い
て
も
、
入
学
要
件
が
「
市
内
在
住
」
も
し
く
は
「
市
内
で
の
正
規

就
労
六
カ
月
以
上
」
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
夜
間
中
学
が
開
設
さ
れ
て
い
る
市
外
に
住
む
方
々
の
就
学
の
機

会
が
制
約
さ
れ
て
い
る
状
況
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
現
状
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

活
性
化
、
治
安
の
維
持
に
も
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
希
望
す
る
人
々
に
対
し
て
夜
間
中
学
へ
の
就
学
の
機
会
を
国
籍
や
居
住

地
等
に
関
係
な
く
提
供
で
き
る
よ
う
、
次
の
項
目
に
対
す
る
迅
速
な
対
応
を
強
く
求
め
る
。

一

年
齢
や
国
籍
そ
し
て
居
住
地
に
関
係
な
く
希
望
す
る
誰
も
が
学
べ
る
夜
間
中
学
の
全
都
道
府
県
へ
の
設

置
を
促
進
す
る
こ
と
。

二

夜
間
中
学
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
た
め
、
教
員
の
加
配
を
含
め
た
専
門
家
の
配
置
に
、
国
と
都
道
府

県
が
連
携
し
て
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。

三

義
務
教
育
未
修
了
者
や
在
留
資
格
を
持
つ
外
国
人
が
、
夜
間
中
学
の
情
報
を
入
手
し
や
す
い
よ
う
に
配

慮
し
た
広
報
の
展
開
や
、
低
所
得
者
に
対
す
る
授
業
料
減
免
な
ど
の
誘
導
策
を
推
進
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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二
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